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第２章 交通に関連する社会情勢の整理 

１）法制度・計画 

（１）「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の一部改正 

持続可能な運送サービスの提供の確保に資する取組を推進するための地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律等の一部を改正する法律（改正活性化再生法）が 2020 年 11 月 27 日に施

行され、「地域公共交通網形成計画」に代わり、地方公共団体による「地域公共交通計画」の策定

が努力義務化されました。地域の移動手段の確保・充実のため、地域が自らデザインする地域の

交通とするための、地域の多様な輸送資源を総動員する取組みが位置付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-1 法改正の概要と施策メニュー 

（資料：国土交通省） 
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（２）「あいち交通ビジョン」の策定 

愛知県では、2022年に「あいち交通ビジョン」が策定されました。あいち交通ビジョンでは、

輸送資源を総動員しながら、持続可能な交通ネットワークを構築し、県民の足をしっかりと確

保するとともに、先端技術も活用しながら、さらに利便性の高い交通サービスを提供し、交流

を活発にすることにより、この危機を乗り越え、あらゆる地域において公共交通を始めとする

移動の利便性が確保される「モビリティ先進県」を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

２）社会の流れ・変化 

（１）カーボンニュートラル＊の実現に向けた取組み 

地球規模の課題である気候変動問題の解決に向けて、2015年

にパリ協定が採択され、120以上の国と地域が「2050年カーボ

ンニュートラル」という目標を掲げています。日本では、2020

年 10月、政府が 2050年までに温室効果ガスの排出を全体とし

てゼロにする、カーボンニュートラルを目指すことを宣言しま

した。 

公共交通分野では、再エネ電源で動く燃料電池車両などの公

共交通や電動車カーシェア＊、自転車インフラ、デジタル技術

を活用した新たなモビリティなど、脱炭素型の地域交通の整備

等が地域脱炭素ロードマップに施策として位置づけられてい

ます。 

 

（２）新型コロナウイルス感染症の流行 

2020年 1月に新型コロナウイルスの感染者が日本で初めて報告され、愛知県でも度々緊急事 

態宣言やまん延防止等重点措置が発出されま

した。宣言や重点措置による行動制限や感染リ

スクへの不安から、「新型コロナウイルス感染

症による関係業界への影響について」の調査結

果によれば、乗合バス（一般路線バス）の輸送

人員（2019年同月比）は、緊急事態宣言期間の

2020年 4・5月は前年比 50％程度も減少し、緊

急事態宣言解除後の 11 月以降においても、前

年比 20％程度の減少が継続しています。 

図 2-2 燃料電池バス 

（資料：豊田市 HP） 

図 2-3 一般路線バスの輸送人員（2019年同月比） 

（資料：国土交通白書 2021） 

＊のついた用語は 75ページに解説があります 
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（３）リニア中央新幹線の整備 

リニア中央新幹線は、中部国際空港、新東名高速道路などとともに、交流の基盤となる広域

交通ネットワークを形成し、愛知県の各地域において、社会・経済に大きな波及的効果を与え

ると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）高齢者を中心とした運転免許返納者の現状 

高齢者を中心とした運転免許の自主返納は、高齢者人口や交通事故報道などにより年々増加

してきましたが、2020年以降は減少しています。2021年は全国で約 52万人を超える人が免許

の自主返納を行っており、愛知県では約 3万人となっています。 

 

 

  

図 2-4 リニア中央新幹線の整備効果（東京からの所要時間の変化） 

（資料：リニア中央新幹線影響等調査） 
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図 2-5 運転免許自主返納件数の推移 

（資料：運転免許統計） 
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（５）バス・タクシー運転手不足の深刻化 

自動車運転の職業の有効求人倍率は、全職業平均に対して全国では約 2倍、愛知県ではさら

に高い水準で上昇しており、路線バス・タクシーを含めた運転手が不足していると考えられま

す。 

 

 図 2-6 輸送・機械運転の職業の有効求人倍率の推移 

（資料：最近の雇用情勢、一般職業紹介状況(職業安定業務統計)） 


